
 

               

  

令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ 日        

              

釧路港のi-Constructionの取組紹介について 

～ICT建設機械を用いた浚渫工事について報道機関対象現場説明会を開催～ 

 

 

 
 

記 

１ 開催日時 ： 令和４年１１月９日（水） １０：００～１２：００ 

２ 集合場所 ： 釧路市西港３丁目（【別紙１】をご参照ください。） 

３ 対  象 ： 報道機関の皆様 

４ 説明内容 ： ①【別紙１】「集合場所」で工事概要説明 

②【別紙１】「工事箇所」まで船で移動し、浚渫船の上で ICT 浚渫工について説明 

５ 申込方法 ： 取材を希望される方は、【別紙２】により令和４年１１月８日（火）１２時までに

お申し込み願います。 

 

○海象条件により、施工が中止となる場合がございます。その際は前日（８日）の１６時頃を目処にご

連絡いたします。 
○新型コロナウイルス対策として、マスク等の着用を徹底願います。 
○冬季の現場見学となりますので、服装等にはご留意願います。（ヘルメットは各自でご用意願います。

また、足下は滑りやすくなっておりますので、防寒長靴等滑りにくい靴の着用をお願いします。なお、

ライフジャケットはこちらでご用意いたします。） 
○集合場所への経路には一部未舗装路があるため、ご留意願います。 

 

※１：i-Construction とは、「ICT の全国的な活用」等の施策を建設現場に導入することによって、建

設生産システム全体の生産性向上を図り、魅力ある建設現場を目指す取組です。  

【港湾における i-Construction】https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr5_000061.html 

ICT 浚渫工については、【別紙３】をご参照ください。 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部 釧路港湾事務所 

第 1 工務課  第 1工務課長  鈴木 孝信  代表電話：0154-51-4381 

計画・保全課 計画・保全課長 富岡 直基   

釧路開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/ 
 

釧路開発建設部では、釧路港の浚渫工事にてICT建設機械を用いることにより、生産性の向上

を目指す取組i-Construction※１を実施しています。 

つきましては、報道機関の皆様を対象に現場説明会を開催いたしますのでお知らせします。 

 



 

出典：国土地理院ホームページ 

 

工事箇所 

【別紙１】 

集合場所 

入口 



【別紙２】

開催日　 令和４年１１月９日（水）１０時００分～（２時間程度を予定）

※個人情報につきましては、本現場見学会の名簿及び緊急連絡以外には使用いたしません。

送付先：釧路開発建設部　釧路港湾事務所　第１工務課長　鈴木　孝信
FAX：０１５４－５３－２１５９

事前の準備がありますので、１１月８日（火）１２時までに送付願います。
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【ICT浚渫工】 検討概要
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維持管理検査施工・出来形計測
設計・

施工計画
測量

⑥ 点検等
への活用

• 完成時の３次
元データをもと
に経年変化等
の確認に活用。

• 埋没経過状況
の把握。

① ３次元起工測量

【３次元測量】

３次元測量により詳細な海底地形を把握

• 施工前に「マルチビーム」を用
いた水深測量（３次元起工測
量）を行う。

③ ICTを活用した施工

【施工箇所の可視化】

• ICTを活用して、水中施工箇所をリアルタ
イムで可視化し、施工を行う。

② ３次元データによる施工量算出

• ３次元起工測量結果と、設計図書より
作成した３次元設計データを用いて、
施工量を算出する。

3次元起工測量結果

3次元設計データ

【３次元数量算出】

３次元起工測量結果と３次元設計データから
正確な施工量（浚渫土量）を算出

④ ３次元出来形測量

• 浚渫工が完了した後、
「マルチビーム」を用
いた水深測量（出来形
測量）を行い、出来形
管理を行う。

• 出来形測量の取得
データは、水路測量に
も使用可能とする。

リアルタイムでの施工位置や出
来形の可視化により施工管理
を効率化

【３次元出来形測量】

３次元測量による出来形計測により、詳細な浚
渫後の海底地形を把握、施工管理を効率化

出来形測量と水路測量の一体化による時間･コ
ストの削減

⑤ ３次元データを活用した検査

OK

発注者

• ３次元測量データから帳票等を作成し、
工事完成図書として納品する。

• ３次元データを活用した電子検査を行う。
【帳票の自動作成】

【３次元電子検査】

帳票自動作成により書類作成を効率化
実測作業省略による検査効率化

○ 現時点（令和3年10月時点）にて実施要領を策定済
※ 現在、検討中の主な取組■ 実施内容

※ 効率的なノイズ処理手法

※ 効率的なノイズ処理手法 ※測量成果の統合

テキスト ボックス
【別紙３】

テキスト ボックス
抜粋



工 事 概 要

工事概要

工事内容

釧路港では、背後地に立地する製紙工場及び火力発電で利用
される石炭や木質バイオマス、背後圏から国内外へ輸移出され
る金属くずを取り扱うため、大型船に対応した大水深岸壁及び
航路の整備を進めています。

工事名：釧路港-14m泊地西側浚渫工事
工事箇所：釧路市
工 期：令和４年６月1日～令和４年１２月１６日
請負金額：476,190,000円
受注者：東洋･真壁経常建設共同企業体
工事内容：航路泊地（-14ｍ）

・グラブ浚渫 V＝76,686ｍ3
・土砂運搬 V＝76,686ｍ3

【別紙４】



施工箇所・施工状況写真

釧路港西港区

航路(-14.0m)



【参考】施工状況写真

①浚渫
②浚渫土砂積込

③土運船運搬④バージアンローダ揚土⑤浚渫土砂排土

（※過年度工事の写真）

当日は、①の状況を現場で説明します。


